











































































































































































































































4 4 4 4 4
を構想するなかで、写真こそが最初の〈テクノ画像〉――つまり、彼
の定義によれば何らかの装置によって作成された画像





















































4 4 4 4 4 4
であると仮定するならば、的外れとは言えないだろう。
人間の身体は、人間の身体に似た

































4 4 4 4
と称したり、あるいは装
置化を非人間的
4 4 4 4
と称したりする背景には、諸々のメディア装置の媒介作用が情報の
脱身体化を促し、人間を世界との直





























































































































4 4 4 4 4
という事態と、メディアによっ
てここにあらわれる








































































4 4 4 4 4 4
をもつメディアと空間バイアス












































4 4 4 4
として自覚
するよりも、同じ時間を生きる地球市民



































































ミッチェル, W. J.　2006.　『サイボーグ化する私とネットワーク化する世界』渡辺俊訳。東京：NTT 出版株式会社。
水野博介.　1998　『メディア・コミュニケーションの理論』東京：学文社。
室井尚・吉岡洋.　1993.　『情報と生命――脳・コンピュータ・宇宙』東京：新曜社。
オング, W. J.　1991.　『声の文化と文字の文化』桜井直文他訳。東京：藤原書店。
リースマン, D.　2003.　「口頭と文字のコミュニケーション」『マクルーハン理論――電子メディアの可能性』：
266-281 頁　マーシャル・マクルーハン他編。大前正臣他訳。東京：平凡社。
椎野信雄.　1991.　「ドラマトゥルギィから相互行為秩序へ」『ゴフマン世界の再構成――共在の技法と秩序』：
33-64 頁。安川一編。京都：世界思想社。
シルバーストーン, R.　2003.　『なぜメディア研究か――経験・テクスト・他者』吉見俊哉他訳。東京：せりか書
房。
トゥアン, Y.-F.　1993.　『個人空間の誕生――食卓・家屋・劇場・世界』阿部一訳。東京：せりか書房。
ヴィリリオ, P.　2002.　『情報エネルギー化社会――現実空間の解体と速度が作り出す空間』土屋進訳。東京：新
評論。
吉見俊哉.　1994.　『メディア社会の文化社会学』東京：新曜社。
